
(C) Copyright Japan Automobile Manufacturers Association, Inc., All rights reserved. 

2018年10月7日@東京国際交流会館 

 

 

一般社団法人 日本自動車工業会 

自動運転検討会 主査 

横山 利夫 

あなたと考える自動運転の安心・安全 
自工会の取り組み 

SIP自動走行システム シンポジウム 
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http://www.jama.or.jp/eco/exhaust/index.html
http://www.jama.or.jp/safe/wrestle/index.html
http://www.jama.or.jp/world/tieup/index.html
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自動運転技術の枠組み 
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自動運転の方式 

自動運転レベル 
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自動運転検討会 

国際標準検討会 

安全・環境技術委員会 
自工会外の関係組織 

標準化関係団体 

自技会 

自動車 
研究所 

など 

関連業界団体 

など 
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（３） 専門部会の役割 
 個別専門領域における基準・標準に対する技術的検討 
 国内関係団体との技術視点での連携 

（４） 標準化関係団体 
 国内標準化活動・国際標準化に関する 
  技術レベルでの詳細検討 

（１）検討会の役割 
 専門組織を横断して検討が必要な領域に対する 
  取りまとめと対外窓口 
  国内関係団体との戦略視点・経営視点での連携  
（長期計画の策定など） 

（２） 関係省庁 
 国家戦略の策定 
 国際基準調和 
国内/国際標準化活動における業界支援 

 他産業界との連携支援・省庁間の連携 

理事会 

常任委員会 

警察庁 

2014年7月~ 

自工会の体制と関連組織との連携 

2．自動運転実用化に向けた自工会の取り組み 
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機能レベルのシナリオ 

 
道交法 

ガイドライン 
(JAMA UC WG 

シナリオ) 

NDS 

事故データ 

交通流観測データ 
シナリオ 
フォーマット 

クリティカル 
シナリオ生成 

社会受容性リスクライン クライテリア 

カバレッジ 
テスト生成 

基本テストケース 
データベース 

シミュレーション 

PGテスト 

実証実験 

シナリオ 
 DB 

ドライバ運転 
行動分析 

開発プロセス 

a 

b c 

2．高度な自動運転システムの安全性評価WG活動 

＜背景・目的＞ 
高度自動運転システムの安全性評価として、国際的なトレンドであるシナリオベース評価手法 
（ex.ドイツ国プロ：PEGASUS）の検証・確立に向けて必要な研究・開発を実施するため 
2018/04より本格的な活動を開始 
 

＜活動内容＞ 
 a）安全論証シナリオ体系 ：網羅性を考慮したテスト体系の定義 
 b）実環境観測ＤＢ ：シナリオの妥当性を検証するためのデータ収集 
 c）安全論証基準 ：社会受容性を踏まえた判定基準案の提案 
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a）安全論証シナリオ体系 
 

 i) 日本固有の事象を含む可能性のあるシナリオ体系を整理中 
 ii)日本の道路構造令（幅員、曲線半径、視距など）をパラメータ化しシナリオ体系へ組み込み 

ユースケースWG 

レイヤID 道路構造 分類 

UC02100 流入路(流入ランプ) a-d複合 

UC03100 加速車線(加速レーン) 合流路 

UC03600 合流部(本線車線同士の合流) 合流路 

UC04100 本線車道 直進路 

UC05100 本線車道カーブ カーブ路 

UC06100 本線車道トンネル 直進路 

UC07100 連結路 a-d複合 

UC08100 分岐部 分岐路 

UC09100 減速車線(減速レーン) 分岐路 

UC09300 流出路(流出ランプ) a-d複合 

UC11100 車線減少・工事 直進路 

UC12100 制限速度変化点(100->50) 直進路 

UC01100 ETCゲート流入 ETC 

UC10100 ETCゲート流出 ETC 

c.合流路 

d.分岐路 

a.直進路 

b.カーブ路 

道路構造令 

f.ETCゲート 

ii 

i 

２０１８年10月にシナリオの一次案を提案予定 

e.ランプ 
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2．高度な自動運転システムの安全性評価WG活動 
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b）実環境観測ＤＢ 
 

 ・シナリオ体系に対する実交通観測データによる網羅性検証 

 ・日本固有の交通流特性の抽出 

 ・リスクの高いシナリオ抽出 

実環境観測により日本固有のシナリオを抽出しシナリオ最終案を2018年度末に提案予定 

‘18/4 5 6 7 8 9 10 11 12 ‘19/1 2 3 

定点カメラ計測 Ｎ増し 

既存画像データから周辺車両軌跡を 
自動抽出する技術を立ち上げ 

専用車による実走行計測 

既存データ活用 
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2．高度な自動運転システムの安全性評価WG活動 
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・’18中頃までシナリオの十分性と絞り込みの検討 
 ドライビングシミュレータ（DS）試行を行い 
 本試験の要件を決定する 
 
・シナリオの十分性検討に有識者の方の支援を 
 頂ける連携先を検討 

c）安全論証基準 
 

 ドライバとＡＤの比較による性能評価手法確立に向けた、ドライバ特性評価を実施 

各状況におけるクライテリアを検討 
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2．高度な自動運転システムの安全性評価WG活動 

通常の運転 変化への対応 

ADS スムーズな車両挙動 

スムーズな運転 

ADSが衝突回避可能範囲 

人が衝突回避可能範囲 

人間ドライバ 衝突 

人が回避不可能 

物理的に回避不可能 

危険状態 

適切な対応により復帰 

Normal Condition PreExtreme Extreme Condition ★TTC:1Sec+α 

自動運転車の運行設計領域において、自動運転システムが引き起こす人身事故であって 
合理的に予見される防止可能な事故が生じない事を目標に、クライテリアを設定する 
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 2020年までに、高速道路での自動運転技術（レベル３）の実現を目指す 
 2020年以降に、一般道へ順次拡大する 

 貨物輸送における高速道隊列走行の実用化を目指す              

<業界の取り組み> 

2020 2025 2018 

主要幹線道、国道/主な地方道 

高速道路対応 

その他道路 

Level up 
順次拡大 

Level up 

Level up 高速道隊列走行対応 貨物 

乗用 

 この取り組みに向け、 政府におかれた「制度整備大綱」に基づく  
   制度の具体化に対し自工会も政府の検討に積極的に貢献していく 

 安全性の高い自動運転の実現に向けて、OEMだけでなく国内 
  自動車業界全体で推進していく必要がある 

３．高度自動運転技術の実現・普及に向けて 
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ご清聴 ありがとうございました。 


